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Country Walk     里歩き               

 信濃路・八ヶ岳南山麓をのんびりと  

1.        尖石縄文遺跡に縄文のビーナスを訪ねて   2003.12.5.  

   

茅野市尖石より 八ヶ岳連峰   2003.12.5.                     国宝「縄文のビーナス」 

 

2003.12.5. 東京からの帰り、中央線で南アルプスの山を眺めなが

ら茅野に出て、八ヶ岳西山麓の斜面に広がる尖石遺跡 縄文館の

「縄文のビーナス」を見にいってきました。  

いつもの行き当たりばったりの風来坊。 天気はいいし、南アルプ

ス眺めるだけでも良いと思って出かけたのですが、南アルプスは

もちろん八ヶ岳連峰の山裾の林の中をぶらぶら歩き、本物の国宝

「縄文のビーナス」を見てきました。 

  

1. 尖石縄文遺跡と国宝「縄文のビーナス」   

  

尖石遺跡は、八ヶ岳西山麓 1070m の台地にあって、

約 5000 年前の代表的な遺跡です。  

台地の南斜面に縄文時代に石斧を研いだあとのある

「尖石さま（とがりいし）」と呼ばれる巨石があり、

遺跡 の名前はこれに由来します。   

多くの豪華な遺跡とともに 100 近い住居あとが発

掘されました。 

 
中央線 韮崎近傍 車窓から 南アルプスの眺望    

   

 



                                      

まだ多数の遺構が残っていて縄文

研究上 きわめて貴重な遺跡とい

われています。  
八ヶ岳の山麓 諏訪・茅野は縄文

の故郷 縄文人が残した数々の遺

跡があり、またこの遺跡の西側を

北へ続くなだらかな山々 車山か

ら霧ｹ峰のむこうが古代日本の黒

曜石の一大産地 和田峠。  
この諏訪・茅野地方ではこの黒曜

石加工工房とともに数々の加工品

が縄文遺跡とともに見つかってい

る。 

 

 

  

  

縄文考古館と尖石遺跡公園 隣り合う与助尾根遺跡 2003.12.5. 

 

この尖石遺跡に併設された縄文考古館は今後の縄文研究の一大センターの役割とともに数々の縄文出土品を

展示。近郊の棚畑遺跡から出土した日本最古の国宝というより、「縄文のビーナス」と呼ばれる素晴らしい土

偶もここに展示されています。  



 

 

「子供を産むことができる女性を豊かさの象徴とし、安産や子孫繁栄・自然の恵みを願う信仰の対象とした」

など諸説ありますが、ふくよかな女性の身体を柔らかい曲線でシンプルに表現したその姿は「暖かさと豊か

さ」そのもの。まさに「ビーナス」。 じっと見ていると本当にぬくもりが伝わってきます。  

八ヶ岳の山麓 諏訪・茅野は縄文の故郷 縄文遺跡はどこもそうですが、森の中 山裾の林の中に在るのが

いい。尖石もそんなとこ。  

 

この縄文考古館で 古代鉄および彩色原料「鬼板」をつかって彩色された縄文土器の彩色実験を見ました。

本当に鮮やかな赤が縄文の文様とともに再現されていました。  そう

いえば 信州は「鬼板」が豊富に取れるところ。 

    

       

「鬼板」を使った縄文土器彩色実験                  人面付 土器 

 

八ヶ岳を見ながら林の中でのんびり昼寝をして ぶらぶら土地の人と話しながら茅野の駅まで約 2時間歩き

ました。 ついでながら 茅野・諏訪駅から大阪まで、高速バス。夕方バスに乗り込むとそのまま大阪梅田。  

気楽でした。 

   

                                                                 2003.12.5.  by M. Nakanishi 

         



2.     網走 流 氷 探 訪 アルバム     2004.3.7.  

 

 

氷海の海を砕氷船が氷を割って突き進む  

海岸に押し寄せた流氷が寒い夜 きしみあって ギューギュー泣く 

ゴーゴーと吹きすさぶ風。夜が明けると流氷ははるか沖へ 

そして海が開ける 

それは どんな風なのか 憧れていた流氷の walk 

  

 

【  内   容  】  

                              網走 流 氷 探 訪 アルバム  2004.3.7. 

   

1. 氷海を切裂いて進む砕氷船「オーロラ号」 砕氷船  

       氷海を突き進む砕氷船 かつて苦労した米 Coast Guard 氷海船規格鋼板とその溶接を 

思い出していました  

2. 流氷原の向こうに地球が見える日本一冬が美しい能取岬  

流氷に埋め尽くされた オホーツク 鱒浦・北浜海岸 流氷の上を Walk 

 

 

3 月 6 日の夜 札幌発網走行の夜行特急に家内と二人飛び乗り、念願のオホーツク海の流氷を見学してきま

した。  

旭川を越え石北峠へ 暗闇の車窓には月明かりの中 雪に埋まった家々がぼんやりと浮かぶ。 

今年は暖冬で札幌でもあまり流氷の話聞かぬという話に果してオホーツクの流氷は接岸しているだろう



か・・・ 昨日の嵐で岸から離れたのではないか・・・・などあれこれ心配していましたが、この凄い雪に心

配も吹っ飛んでただ黙りこくって真っ暗な車窓に見入っていま

した。石北峠を越えて、

網走に近づくと益々雪が

深くなる。  

   

    氷結した網走湖畔に広がるテント 

夜あけの薄明かりの中 

雪でおおわれた網走湖の

湖面に点々とわかさぎ釣 

りのテントが見えると程なく網走駅。朝 6時 30 分網走着。 

新聞などで流氷見物の旅行社の案内見ているともっと人があふれていると思っていましたが、駅もひっそり、 

静かなもの。流氷見学の砕氷船の出る網走港へ行かねばならないが、朝早くそれも雪の中 全く足がない。

朝一番の流氷船出発が 9時 30 分。無理もないと納得 するが、北国の朝は遅い。 

とにかく 「早く港へ行って「流氷」の顔が見たい」ととりあえず、街の中心のバスセンターまで歩くが、 

やっぱり足なし。 たまたま通りかかった唯一のタクシーに乗って、港へ。物好きと運転手も笑う。でも ひ

ょっとして 臨時があるかもしれないと・・・・・。  

また 船からの流氷見学もいいが、能取岬からの流氷が一番 「日本で一番冬 美しい岬 そして 地球が

みえる岬」それが能取岬 時間取れれば 是非行こうと勧める。 

港の乗船場の建物も閉まったままだったが、８時に臨時の「オーロラ号」が出るという。ラッキーである。 

これで 一日行きたい所へ行ける。      

            

      

雪に埋もれた早朝の網走駅  

 

1.  氷海を切裂いて進む砕氷船「オーロラ号」 砕氷船  

 

氷海の中を進むオーロラ号 かつて苦労した米 Coast Guard 氷海船規格鋼板とその溶接を思い出していまし

た 

   

氷結した網走港  2004.3.7. 



オーロラ号の見学後 能取岬への案内をタクシーに頼ん

で臨時のオーロラ号を待つ。この臨時便が出ることを全

く 誰も教えてくれない。駅で多くの人が待っているの

に・・・と。 

おそらく ツアー客中心の予約便。約１時間 ひっそり

した待合室で待つ。 

ヒューヒュー冷たい風が吹くが、快晴。 

 岸壁に出ると、港は完全に凍りついていて、カモメがそ

の上で羽を休めている。まさに海が閉ざされている。  

こんな港を見るのは始めてである。  

岸壁にはオーロラ号が接岸しており、乗り組みの人達が

あわただしく準備をしている。岸壁にひとつ流氷の塊が

置かれていて、写真撮影用の足場がある。おそらく ここで みんな写真をとって船に乗るのだろう。でも 

今は全く人影なし。ちょっと心配になってくる。  

少しだけ港の北に開水面がみえるが、港は凍りついている。流氷は防波堤に阻まれて、港には入ってこない

が、もうすぐそこの向こうは流氷原だと船の人が教えてくれる。  

「海あけ」の言葉があるが、今は完全に港が凍りついていて、閉ざされている。  

早く流氷がみたい・・・ 

待合室に帰ると続々とバスがついて、次々と人達が到着。早朝の網走の街では考えられぬ人の群れ。みんな

ツアーが普通なのである。 ようやく待合室に活気が戻ってくる。程なく乗船である。 

 

出帆して 防波堤を越え、オーロラ号が船首を南

に向けると一面に氷海が広がる。平坦な港の中の

凍りついた平坦な海とは全く違うゴツゴツの氷塊

が水 平線のかなたまで続いている。北に能取岬 

西に網走の街から知床への海岸線 南に知床半島

の峰々。その間に広がる広大な流氷原。あこがれ

ていた風景であ る。 

その中を氷を割って 砕氷船オーロラ号が進む。

かつて見た南極の映画の光景そのもの。 

流氷の塊を砕きながら船が進んでゆくと船がかき

混ぜた氷塊につく餌を探してカモメがいっせいに

船を追う。氷の色が実に美しい。  

  

 氷海の中を進むオーロラ号 かつて苦労した米

Coast Guard 氷海船規格鋼板とその溶接を思い出

していました 

氷にぶち当たる大きな衝撃に耐えうる低温靭性の

高い溶接と鋼板の開発。氷海を進むタンカーを夢

見て・・・ 

そして、それが 宗谷の後継の砕氷船「白瀬」に

なって・・・・ 

氷海の中の一時間 家内と二人 あっちへ行った

り こっちへ行ったり 氷海の中を楽しみました。 

   



 

   

           網走 流氷観光砕氷船 オーロラ号より  2004.3.6. 

 

  
   

 2. 流氷原の向こうに地球が見える日本一冬が美しい能取岬  

        早朝 乗り合わせたタクシーの運転手さんが言う。 

「 日本一冬が綺麗な岬 唖然とするほどに・・・ また 地球が見える  

         流氷見にきて能取岬にゆかなかったら損。 網走の自慢は能取岬だ  」と 

  

  
                            日本の冬が一番美しい能取岬  2004.3.7. 

午後の予定はオホーツクの海岸に行って 流氷の上を歩いて娘の勧める「ラーメン」食べに行くだけ。流氷

船に思いのほか早く乗れたので時間は たっぷり。運転手氏のあまりの勧めに能取岬に行ってからオホーツク

の海岸に行くことにする。 能取岬は網走の町の背後を北に海岸に沿って走る丘陵の先端。 夏のポスターで

灯台と花が綺麗なところとの印象はあるが、全く予備知識なし。網走港から街へ戻って北へ丘を登ってゆく



林の中のドライブウエイを約１５分  突如草地が広がる能取岬に飛び出す。風が本当に冷たい。  

  

                   能取岬より 流氷に埋め尽くされたオホーツク海  2004.3.7. 

   

眼前には地平線の向こうまで流氷原が広がるオホーツクの海。運転手氏が言うように眼前約 270 度さえぎる

もののない。北には宗谷へ続くオホーツク 南の端は知床半島 ずっと流氷原。本当に地球が丸い。ちょっ

ぴり岬の下に顔を覗かせているオープン海面の色が実に美しい。 

船の上では見られない流氷の世界。北のアムール川から流れ出た流氷がオホーツクの海を渡り、風に乗って

この岬に押し寄せる。そのボリュームにただ見とれる。風来坊でないと味わえない 運転手氏の自慢に感謝

である。  

   

3. 流氷に埋め尽くされたオホーツク 鱒浦・北浜海岸 流氷の上を Walk 

 

 海岸に押し寄せた流氷が寒い夜 きしみあって ギューギュー泣く。  

ゴーゴーと吹きすさぶ風。夜が明けると流氷ははるか沖へ。 

そして海が開ける。 

それは どんな風なのか 憧れていた流氷の walk 

網走より知床斜里を通って釧路へ釧網線がオホーツクの海岸を走っている。 

この海岸へ行けば流氷に触れると午後はこのオホーツク海岸へ。ガイドブックによる観光ポイントはこの釧

網 線の駅がオホーツクの海に一番近い無人駅北浜駅。知床半島まで埋め尽くした氷海をバックに海岸沿いを

走る汽車と駅舎がそのままレトロの喫茶店になっていて  ここで流氷見ながらコーヒー飲むか ラーメン

すするのが最高と。 

先の運転手氏のお奨めは北浜へ行く手前の鱒浦海岸。「そのまま 海岸へ降りて流氷の上を歩ける」と。 

海岸に沿って汽車もバスも走っているので、鱒浦海岸へ行ってそれから北浜へ行くことにする。 

 

a. オホーツク 鱒浦海岸 流氷の Walk  

  

網走から知床斜里へ向う国道・釧網線がすぐ海岸のそばを走っている。 野取岬からそのままタクシーで鱒

浦の海岸で下ろしてもらう。  

もう、すぐ目の前に流氷原が広がるオ

ホーツク。 

もう圧倒的ボリュームで網走の岬から

知床まで眼前のオホーツクはゴツゴツ

した氷塊で埋め尽くされている。 

すぐ横に鱒浦の漁港があるが、これで

は全く海に出れまい。「海が開く」のイ

メージがよくわかる。 



   

 

                    網走の南 流氷に埋め尽くされた鱒浦海岸 2004.3.7. 

   
                               鱒浦海岸で流氷とたわむれて 2004.3.7. 

   

まあ 物好きの部類なのか 流氷の埋め尽くされた海岸には人もなし。あまり奥へは行けないが、ゴツゴツ

した流氷の上を家内と二人ではしゃいで楽しむ。一つ一つ形が違うのと氷塊を通って薄青の光が放たれるが、

その光の変化が実に美しい。これが雪原との違いか・・・・・ 

海岸に建つ網走海鮮市場で昼食 うまい海鮮丼ほおばりながら 

この魚やカニどこから来るのだろう  海は閉ざされているし 地元産ではないなあ・・・と 

でも おいしかった。 

海岸へ出て 直ぐにあったバスで釧網線の北浜駅へ 約１０分で北浜駅 



b. オホーツクに一番近い駅 釧網線の無人駅 北浜駅 

 
   

北浜駅はさすが観光スポット。 

無人駅で眼前に氷海のオホーツクが広がる以外何もな

いのに、多くの人がいる。 

駅が「停車場」という喫茶店になっていて、駅舎の中

も人であふれている。 

駅の直ぐ横に櫓が立っていて、その上には多くの人が

カメラを並べている。氷海越しに知床の山々硫黄・羅

臼・斜里岳が薄くかすんで見える。どうも この上が

汽車と氷海と知床半島を一枚の写真に収める絶好のポ

イントになっているらしく、みんなそれを待っている

らしい。 何はともあれ、レトロの駅舎の喫茶店に入っ

て流氷を眺めながら娘推奨のラーメンを頼んで待つ。人

すする。家内はコーヒー。   

は多いのですが、ゆったり気楽な気分でラーメンを

 

次にこの駅にやってくるのは観光列車「流氷のろっこ号」。 

みんなそれがお目当てはそれらしい。ぼくも マニヤよろしく櫓に乗って写真撮って 汽車に飛び込む事に

する。みんな 汽車が駅に入るちっと前の一瞬にかけて シャッターをきる。  

 

  

知床の山々・氷海のオホーツクをバックに走ってくる「流氷・ノロッコ」号 2004.3.7. 

   

 

 



念願の流氷 Walk。やっとかないました。 

夜行列車の駆け足でしたが、ツアーに入らぬ気楽な風来坊。 

船と岬と海岸で流氷はそれぞれ違った表情を見せてくれました。  

本当に美しい景色と共に北国の冬の厳しさを見たように思います。 

 

「流氷とけて 春風吹いて ハマナス咲いて カモメもないて・・・・」 

  「宗谷岬」の歌が ふっと心地よくよぎりました。 

 

流氷とけて  春風吹いて    ハマナス咲いて   カモメもないて 

はるか沖ゆく 外国船の   煙もうれし       宗谷(そうや)の岬(みさき) 

流氷とけて  春風吹いて  ハマナス揺(ゆ)れる 宗谷の岬 

   

早く「海が開く」こと願っています。   虫の良い風来坊ですが・・・・本当にそんな気がします。 

           

 2004.4.7. 網走から札幌へ向う汽車の中で  by  Mutsu  Nakanishi 

 

  

  

  

 

網走 流 氷 探 訪 アルバム 2004.3.7.  

1. 氷海を切裂いて進む砕氷船「オーロラ号」 砕氷船  

2. 流氷原の向こうに地球が見える日本一冬が美しい能取岬  

3. 流氷に埋め尽くされた オホーツク 鱒浦・北浜海岸 流氷の上を Walk  

               

                                    【完】  

by M. Nakanishi  2004.4.1. 



春風にそよぐ「かたくりの花」に出会えました  

3.        兵庫県三日月町 弦谷 かたくり自生地で   2004.3.28.  

 

    

静かな山裾で ひっそりと からだをゆすって   

春風を満喫する 可憐なピンクの花に 魅せられて

います 

 

かたくりの花 

ピンクの可憐な花が山裾の林の中にそっと咲く  

花言葉は「初恋」「さびしさに耐える」 

山裾の傾斜地などに自生し、 

夜の間は花びらをたたみ、頭を垂れるが、 

陽光がさし、気温が１７度以上に上がると花を開く。 

冷たい雨や気温が上がらなければ眠り続ける。 

花が咲くのは春先の２週間ほどの短い期間。 

でも、種から花を咲かせるまでには７～８年もかか

り、花が終わると茎も葉も無くなる。 

夏から冬の間は地上から姿を隠してしまう。 

片栗粉のカタクリで名前はお馴染なのですが、なか

なか根付かず、保護された自生地でないとなかなか

見られない。 

昔は、鱗茎から良質のデンプンがとれ、その名が残

っているのですが、現在はジャガイモやトウモロコシのデンプンが代替品。 

その可憐な花が風にゆれるのを見たいと思いながら、昨年も時期を逸して見られず。二年越し。  

人気の花で短い期間に多くの人が出かけると聞いていたので  

咲き出したらすぐにでかけようと・・・。  



   

 今年は是非に・・・と関西の桜が咲き出したのを聞いて、いの

一番、北播磨三日月町の弦谷の自生地でやっと見ることが出来

ました。  

関西では兵庫県丹波 氷上町清住の自生地が有名で三日月町の

前に出かけたのですが、まだ時期早く駄目。  

次週 ３月２８日の日曜日 ぽかぽか陽気にチャンスとばかり   

 「三日月町の２ｹ所 丹波よりも南 咲いているかも・・・。

場所だけでも確認 」と家内と出かけました。  

    

三日月町本郷の自生地はやはり時期が早く駄目でしたが、弦谷

の自生地でやっと群生して咲くかたくりの花に出会えました。 

あまり知られていないのとやっぱり咲きはじめで人もパラパラ。本当にラッキー。 

花に近づいて、かたくりの目線で風を感じたり、自生地の林の中をゆっくり歩いて 楽しんで帰りました。 

                                                                                       

    200403.28.  M. Nakanishi 

 

   

       

静かな山裾で ひっそりと からだをゆすって  

春風を満喫する 可憐なピンクの花に 魅せられています 

  

      かたくりの花   2004.3.28. 兵庫県三日月町で 

 

   

 

 

2004.4.1.   M. Nakanishi 

 



 4.   エンジョイ イタリア 古い街を訪ねて  2004.5. 10.-20.  

   

       花の都 フィレンツェ  2004.5.16.      水上の町ベニスで 2004.5.12.  

 

5 月１０日から２０日まで 11 日間ほどイタリアの街を訪ねるツアに参加。 

ミラノ・ヴェネチア・フィレンツェ・アッシジ・ローマの街を訪ねてきました。 キリスト教と教会漬けの旅

でしたが、勝手気ままなツアー 本当に楽しい旅。  

やっぱり みんなが言うように フィレンツェの街 ビックリする美しさでした。  

のどかな丘陵地の丘の上にある宗教都市・聖サンフランシスコの町「アッシジ」も素晴らしかったです。  

また、知らなかったミケランジェロ レオナルド・ダ・ヴィンチ ラファエロ ガリレオなどフィレンツェ

での接点と意外な側面も。  

30 年前 初めての出張でひとりローマに 1週間に居たことがあるのですが、現地の人に連れて行ってもらっ

た 下町のレストラン 30 年前貰ったカード片手に家内と探し当て訪ねました。  

同じカードが今も使われていて マスターや街の人やちょうどアメリカ人のぐるーぷや街の人や一緒になっ

て歌つて盛り上がって帰りました。  

ぼくらのツアーコンダクターが次ぎの言葉をくれましたが ほんとうにそんな感じです。 

    イタリアの街何年経っても変わらない。  

    親が自分の行った場所を子供に伝えて そして孫に。   

    みんな 何十年の時を経て、同じ場所に立って同じ写真が撮れ、感激してそれを次の世代に伝える。  

    イタリアはそんな素晴らしい街  

 

お陰で写真ばっかり撮ってかえったので その整理に 3週間もかかって、その間何にもてずかすで・・・・  

恥ずかしいのですが、そんな写真整理しましたので、1,2 ｹ月くらい home page に掲載します。  

まだちょっとイタリアかぶれが、のこつているかも・・・・・  

  

                   アッシジ 2004.5.16.         



 

 

このイタリア旅行記は 
「イタリア旅行記」 
イタリアの古き町訪ねて 
イタリアルネッサンスの巨人の足跡  
として、別冊にまとめています。 



● イタリアの街角で 知らないのは僕だけかも・・・  

   
   びっしり詰まった縦列駐車 ローマの街で 電車・車・三輪車・バス・自転車 平面通行 ミラノで  

  

◆ 知らないのは僕だけかも知れませんが イタリア ミラノについたら 目と鼻がおかしい。 

花粉症の症状。恐る恐る聞くとイタリアは花粉症 大有りと。乗ったバスの運転手氏も花粉症で涙 

だしていました。 ミラノの町は ちょうど ボプラの綿が飛ぶ季節。  

    風花のように 白い綿毛が 街の空を飛び交っていました。  

    ついでに 日本に「黄砂」があるように イタリアでは「サハラ」の砂が飛んでくると  

    車がすすけているのもそれだというのですが、国民性かも・・・・・    

  ◆ イタリアの町に並ぶギシギシ隙間の無い縦列駐車。どないして 車だすねんと・・・・・・。  

    「今日 車出すのに 友達のベンツにちょっと挨拶したら 凄く怒られた。 バンパーは何の為に  

あるのか・・と言うのですがね」という御仁 が    神戸の友達にいて「そんなあほな・・・」 

といっていましたが、イタリア あちこちで、僕の見てる前で前後の車に挨拶して広げて縦列駐車 

から離れてゆきました。 ゴリツパ となにか 感激   

  ◆ イタリアの古い街 フィレンツェも ミラノも ローマも 城壁の中の旧市街地 車規制もそうで  

すが、まったく新しいデザインも高いビルもなし。一戸建ての家もなし。   

高層ビルのオフィス街も派手なビルもなし。みんな昔のビルに埋もれて・・・  

    昔から 大きな高い建物は教会のキョポラと鐘楼。 それより大きいのや変わった建物建てるとぶ 

っ壊されたという。そんな 都市国家   ホテルだけでなく 宮殿までもが・・・・  

    生活は外から見ると大変らしい。  

「電子レンジでチンする」といった文化なし。クーラーも洗濯機もままならぬ。  

    テレビと一緒にみんなつけたらヒューズ飛んでしまうそうである。 電化生活したかったら郊外へ  

というのだそうだ。  

    でも みんな 街に住みたがる。 「街が好きだから 街を愛しているから」だそうだ。  

  ◆ そういえば 大きな工場も無く、高速道路はあるが、物流が頻繁とも思えない。経済本当にまわっ 

ているのか。。。。。と  

    でも 生活厳しいようですが、みんな陽気で楽しそう。昔みたいに 公園で寝てる人 見かけない。  

    「みんな 先考えず 今を楽しんでいるからや  みんな 今 楽しんでいる」という。不思議で 

ある。 よくよく聞くと 大企業はそれこそフィアットグループ程度でそれもダウン。95%が中小地 

域企業。若くしてみんなその町で働く。大学出は 15% 程度。1/3 は中学出ると直ぐ街で働くと。そ

れほど街を出ないし、転勤族など考えられないという。  

これで僕の疑問も解消。  

都市間交通 物流も地域で動けばよい。中央のオカミいらぬ。 わが街を愛すである。大多数の人

たちにとっては、都市国家が今も生きている。ちょつと 考えさせられました。  

日本でも 今スローライフが叫ばれ、価値観が変わりつつありますが、価値観がこんなに生活変え

ているとはビックリでした。  

     



5.   信州 戸隠山の自然の中で 森 林 浴    2004.6.19.  

 

梅雨の合間 久しぶりに東京・柏の仲間と会ってきました。  

帰りに、朝一番の新幹線に飛び乗って長野へ    

きっちりとした装備していなかったので、戸隠の縦走は出来ませんでしたが、戸隠の原生林の森に入って一

日森林浴。 若緑一色の森に入るとほっとします。  

また、戸隠奥社の森には樹齢６００年以上の杉の並木道が残っていました。これだけ大きいとやっぱりすご

いです。 小鳥の声と湿原の水のせせらぎ聞きながらゆつたりと・・・  

   

 

信州 戸隠山山麓 戸隠神社 奥社・鏡が池・森林植物園周辺 2004.6.19.  

 

鋸歯のように尖った戸隠の峰々 ここは古くから知られた修験道の山  

やっぱり、湿原の水溜りには鉄分がしみだし、赤茶けた水が溜まっていました。  



湿原に生える葦などに吸い寄せられる鉄分がそれらが堆積してできる「高師小僧」「鬼板」「すず」  

各地に残る古い宮の「鈴・すずの神事」は この植物の根に吸い寄せら

れた鉄に起源をもつという。  

最近頭に描いているのですが、  

「たたら製鉄」の前、「野だたら」の時代に朝鮮半島からの高品質の鉄輸

入と平行して、この草木の根に溜まった褐鉄鉱を使って製鉄がトライさ

れていたのではないか。。。  

各地に残る「すず神事」ならびに神話・古事に残る伝説そして「たたら」

製鉄とはいまだ無縁の地にある製鉄関連地名などがこの品質はよくない

が比較的低イ温度で精錬がスタートする可能性がある褐鉄鉱を使った鉄

精錬地と関係するのでないか  

この日本先進の技術と後から半島から入ってきた鉄の技術 それらが競

争・融合して「たたら製鉄」が構成されたのではないか・・・と。 

そう考えると日本誕生にかかわる数々の謎が見えてくるように思います。  

卑弥呼につながる鉄 じっくり考えたいと思っています。  

 

 

 

 

 

 

                                                               2004.7.1.   by M. nakanishi 

 



   6.      花の北海道 礼文島・富良野 美瑛・天塩 アルバム 2004.8.5. 

    

利尻富士            礼文島北海岸より花の浮島     美瑛の丘            礼文島サロベツ原野 

2004.7.27                                       2004.7.29.                2004.7.31. 

 

7.26.-8.3. 札幌の娘一家を訪ねると共に夏 花の北海道 満喫してきました  

宗谷海峡から利尻・礼文は霧に包まれ、海と利尻富士と花の組み合わせは見られませんでしたが、念願の「花

の浮島 礼文島」 霧の中のトレールを歩き、霧の崖に咲く礼文ウスユキソウや伊吹トラノオ 礼文ノコギリ

ソウなど満足でした。  

北海道の道の駅 スタンプ帳を持って みんなスタンプラリーに興じている。道の駅が開くのを待つ光景に

はビックリ。一連のスタンプを完了すると何かもらえるようですが、北海道の道の駅 僕の知っている道の

駅とは少し違って楽しみも多くみんなが楽しめる面白いパーク さすが観光地 北海道。新しい観光見たよ

うに思います。 北海道 道の駅 全部で 100 ｹ所足らず。  

娘一家もはまっていて 一緒に一日 天塩・宗谷 まわリましたが、後は網走地区回れば完成と。。。。。   

また きっちりまとめますが、まずはトレトレの写真のみです  

   

  1. 花の浮島 礼文島  2004.7.29.  

   霧の中お花畑が続くトレイル  礼文固有種の花々が美しい姿を見せてくれました  

   こんな霧の礼文も平地が広がる北側海岸からは礼文岳や海越しの利尻富士が眺望できました 

        

       

      

    



    

   

  2. ラベンダーの丘 美瑛・富良野 & 噴煙を上げる十勝岳 2004.7.27.  

   

   

  

    

  3. 宗谷・天塩・サロベツ原野  2004.7.31. & 8.1.  

旭川から宗谷へ   

天塩川がのたうちまわって北へ流れ、サロベツ原野や猿払原野が広がり、その先に稚内・宗谷岬 日本の最果

て宗谷岬には一晩中 霧笛が鳴り響いていました  

きた、帰りに通った天北峠の山中では 北キツネを見かけました  

   



   

   

   

                                                             by M. Nakanishi   2004.8.5. 

  

 

2004 夏 花の北海道 walk   2004.9.1 

7.          礼文島・美瑛の 丘・天塩/宗谷 アルバム  

 

 

2004 夏 花の北海道  walk 礼文島・美瑛の丘・天塩/宗谷 アルバム  

 

美瑛の丘               花の浮島 礼文島         サロベツ原野 2004.7.31. 

                      1.  花の浮島 利文島 Walk            2004.7.29. 

                      2.  ラベンダーの丘美瑛と十勝岳        2004.7.27. 

3. どこまでも原野ひろがる宗谷・天塩 2004.7.31-8.1 

 

 



7.26.-8.3. 札幌の娘一家を訪ねると共に夏 花の北 海道を満喫して帰りました。  

花の浮島 礼文島を中心に「2004 夏 花の北海道」のアルバ ムつくりました。    

 

      利尻・礼文へのフェリーが出る 稚内 JR 宗谷本線 日本最北端の駅 

 

7.1. 花の浮島  礼文島 Walk    2004.7.29.  

 

   

宗谷海峡か ら利尻・礼文は霧に包まれ、残念ながら「海と利尻富士と花」の組み合わせは見られませんでし

たが、念願の「花の浮島 礼文島」。 霧の崖に咲 く礼文ウスユキソウや伊吹トラノオ 礼文ノコギリソウ

など数々の高山植物が咲き乱れるお花畑 本当に印象的でした。 

こんな霧の 礼文島も 平地が広がる北側海岸からは 快晴の空に浮かぶ礼文岳や海越しの利尻富士が眺望

できました。キツネにつままれたようてした。 

霧の中にお 花畑が続くトレイルと利尻富士の眺望。すばらしい花の浮島でした。 

  

 




































































































































































